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様式第2号(第5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 
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（齋藤課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（齋藤課長） 

 

 

○平成２７年度第３回久喜市地域公共交通会議 

 

１ 開会 

 

 事前に皆様に郵送でお送りさせていただいてております資料を確認させてい

ただきたいと思います。 

 まず、本日の会議の次第でございます。 

 資料１ 久喜市市内循環バスの利用状況 

 資料２ 久喜市デマンド交通（くきまる）の利用状況 

 資料３ 久喜市デマンド交通（くきまる）の運行内容の見直しについて 

でございます。不足等はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、ただ今から平成２７年度第３回久喜市地域公共交通会議を開催し

たいと存じます。 

久喜市地域公共交通会議条例第７条第２項により、久喜市地域交通会議の会

議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない旨が規定されており

ます。 

本日は、２５名の委員さんのうち、現在のところ２１名の方にご出席いただ

いております。本会議が成立していることを、まずもってご報告させていただ

きます。なお、関委員さん、増田委員さん、野本委員さんにおかれましては、

事前に欠席のご連絡をいただいております。また、髙橋委員さんの代理として

小熊様、木部委員さんの代理として六所様、橘井委員さんの代理として中村様

にお越しをいただいております。 

傍聴者の方は、現在３人の方がいらっしゃっております。（その後、途中入

室があり、４人に。） 

それでは次第に基づきまして、会議を進めさせていただきたいと思います。 

会議の開催にあたりまして、山村会長からあいさつをお願いしたいと思いま

す。 

 

２ あいさつ 

 

皆さんおはようございます。本会の会長を務めさせていただいております久

喜市市民部長の山村でございます。よろしくお願いいたします。 

委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中「平成２７年度第３回久喜市

地域公共交通会議」にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

前回の会議では、市内循環バスやデマンド交通の利用状況、また、デマンド

交通の運行内容の見直しについて、具体的に項目ごとに区分いたしましてご協

議いただいたところでございます。本日、前回の会議でまだ残された部分もご

ざいますので、前回に引続き委員の皆様から忌憚のないご意見等をいただきま

して、有意義な協議ができればと考えているところでございます。 

以上、簡単ではございますが、開会のあいさつとさせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。それでは、久喜市地域公共交通会議条例第７条第

１項の規定により、ここから会議の進行は会長に議長をお願いしたいと存じま

す。議事の進行をよろしくお願いしたいと思います。 
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事務局 

（折原課長補佐） 

山村会長 

 

 

 

 

鈴木委員 

 

 

 

 はい。それでは、暫くの間、議長を務めさせていただきたいと思います。委

員の皆様のご協力をお願いいたします。初めに会議録の署名委員についてでご

ざいます。今回の会議録署名につきましては、前回会議からの順番ということ

で、中村委員さんと吉水委員さんにお願いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

３ 議題 

（１） 久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の利用状況に

ついて  

 

 それでは、これから次第に沿って進めさせていただきますが、今日の流れを

簡単に説明させていただきたいと思います。 

この後、議題（１）として、資料１と資料２につきまして、事務局から説明

をさせていただきますが、なるべく簡潔に説明の方はさせていただきたいと思

います。 

その後、議題（２）に入りまして、デマンド交通の運行内容の見直しについ

てということで、前回の意見等をまとめてございますので、その辺の説明をさ

せていただきたいと思います。前回の会議で、ご意見を伺うことができません

でした項目６番の運行区域、それと項目７番の８０歳以上の利用料金の半額化

について、順次ご意見を伺っていきたいと思います。皆様のお手元に資料３が

あると思います。これは前回の会議の中で、項目の１番から５番までご意見を

いただいたものの中から主なご意見を抽出して記載させていただいておりま

す。ご覧いただくと分かるように、６番と７番は空白になっております。この

部分は、本日の会議でご意見をいただくようになりますので、６番と７番のご

意見をいただいた後で１５分程度時間をいただきまして、ここに本日の意見等

を記載しまして、改めて、委員の皆様にこの資料をお配りしたいと思います。

その方が全体が見えてくるのかなと思っています。その際、１５分程度まとめ

るための時間を休憩時間として取らせていただきます。その後、再度、議事を

進行させていただきたいと思います。そのような形で考えておりますが、よろ

しいでしょうか。 

 

≪「はい」と言う人あり。≫ 

 

 それでは、次第に基づきまして議事を進めさせていただきます。 

 議題（１）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の利用

状況について 

 議題（２）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の運行

内容について 

 議題（３）その他 

となっています。 

 それでは議題（１）について、事務局から説明をお願いします。 

 

 ≪資料１説明≫ 

 

 ありがとうございました。ただいま事務局から説明がございましたが、皆様

から何かご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 ８月が前年比1,109人の増ということで、結構大きな数字で伸びております

が、運行事業者の鈴木委員さん、何か経験則的なことでいかがでしょうか。 

 

 1,100人増えたと言うと前代未聞みたいな感じで、何でなんだろうと市役所

さんからもお問い合わせがあったので、昨夜いろいろと調べてみました。後か

らお配りしたＡ３サイズの資料もございますけれども、結論から申し上げると

「明確な理由はちょっと分からなかった」というところです。 
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鈴木委員 

 

 

 

 

 

 

ただ、Ａ３の資料のとおり、久喜市の年齢別の人口を平成２４年度から２７

年度まで住民基本台帳から調べてみました。平成３２年度以降は、埼玉県の

ホームページに将来人口予測というのがあるので、そのツールを使って入れて

みました。結論、平成２４年と比べると平成２７年においては、トータル人口

が増えているのですが、バスを使うであろう３０歳以上の年齢が２％ちょっと

増えている。さらに、もっと頻繁に使うであろう６０歳以上の人口が８％弱増

えている。平成２４年というのは、市内循環バスのルートとかをリニューアル

する前ですが、そういう意味では、平成２４年に比べて乗客数が増えるという

のは、ある意味当たり前のことなのかな、と思っています。 

平成２７年は、１月から８月までの乗車人数の数字が入っています。１月か

ら８月までを過去３年間とずっと比べてみたのですが、それが下の表です。一

番下のところに計と書いてありますが、その脇に％が書いてありますけれど、

これがすべて平成２４年度の時の人数と比べてというようにしてあります。平

成２５年度は、平成２４年度と比べると２％減りました。平成２６年度は、ト

ントンで１００％になりました。平成２７年度は、今１％増の状況で推移して

います。そういう意味でいくと、平成２５年１０月にリニューアルしてから周

知がされて、大体、平成２６年度あたりから対前年の数字位までに追いついて

きて、今年位から、３０歳以上、特に６０歳以上の方の人口が増えたことに

よって利用客が増えてくるのかな、と読み取れるかと思っております。下の表

の青く色付けされているところは、単月で、対平成２４年度の数字が 

１００％を超えた月です。これを見ても、青い所が増えてきているので、この

後も平成２７年度が全部青印になってきていただければありがたいのかな、と

いう気もしております。 

 また、埼玉県の将来人口の予測ツールは、どこまでそのとおりになるかは分

りませんけれども、平成３２年度に６０歳から８４歳、おそらく市内循環バス

を一番使うであろう年齢層の方、オレンジ色に区切ってあるところ。ここが平

成２４年度に比べて１０％ほど増える。ここがピークになってくるのかなと。

ただ、３０代の方もお乗りになるのかということも考えると、その前の平成２

７年度、ここがピークなのかな、というようなことが分るかと思います。 

 以前調査した、「市内循環バスを利用した方、何歳ですか？」という資料を

私も一生懸命探したのですが、どこかに失くしてしまいまして、それがあれ

ば、年齢別に、例えば３０代が何％、４０代が何％…と分りますので、そうす

ると、このツールを使えば、極端な話、平成５２年度まで、ある程度の乗車人

数の予測というのは立つのかなと思って、資料を付けてみたところです。 

 以前の会議で、ガソリンの値段がポンと上がるとバスに移行するのではない

ですかね、というお話もありましたが、ものすごくミクロ的な事象ですので、

月間の平均値とかなかなか分らないなと。また、今日みたいに天気の良いとき

であれば、皆さんお買い物に行こうと思ってバスを利用される。でも、雨だっ

たら外に出ないよねと。晴天率がどれ位かなということを気象庁のホームペー

ジで調べたのですが、日照時間しか出ていなくてですね、ちょっと分らなかっ

たものですから、そこまでの分析はできなかった。 

 ここで分るのは、人口からいえば、増えてきて当たり前というのは言い方が

おかしいかもしれませんが、そんなところかなと思っています。 

 

 ありがとうございました。今までと比べると、増え方が大きいですね。 

 

 特に、久喜本循環と東循環。久喜本循環は、便数は２便減ったけれども乗客

者数は増えている。資料４ページの東循環におきましては、便数は同じです

が、乗客者数は押し並べてプラスの数字が続いている。 

 一方で、野久喜・吉羽循環、下早見循環、六万部・北中曽根循環というの

は、どちらかというと低調な数字となっています。これも、町字別で人口を調

べていけば、これらの路線の沿線の人口が減っているかもしれないし、それら

も見てみれば、もしかしたらちょっと分るかもしれないなと思います。時間が
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山村会長 

 

 

あれば、詳しく調べてみようかとは思っています。 

 

 ありがとうございます。なかなか要因がつかめない部分があるのだと思いま

す。８月というと学校では夏休みなので、スポーツの大会などが催されると学

生さんが総合体育館などへの移動で利用されるのかなという気がしますけれど

も、今年特別な大会があったかどうかは私どもも分りませんが。 

 

 今年の８月は、去年とかと比べるとずっと暑かったけれども、とてつもなく

暑かったという記憶は、あまりなかったような気がします。それで外出する方

が増えたのかな、とも思います。 

 

 月別に見ていくとそれ程変動はないのですけれども、なぜ８月がこんなに増

えたのかというと、何か要因があるのかと思うのですがいかがでしょうか。

トータル的には、それ程変わっていませんよね。 

 

 去年に比べて1,100人増えている数字ですけれど、逆に、平成２６年は、す

ごく少なかったとも言えます。Ａ３の資料の下の方をご覧いただきますと、平

成２７年８月は15,608人でした。平成２６年８月は15,000人を割っているので

すね。平成２５年８月も15,000人を割っている。リニューアル前の平成２４年

８月は15,000人を超えている。これを見ますと、８月が少なかったのが戻って

きたのかな、というふうにも思います。単月でみてみれば、７月、８月は、毎

年多い人数が乗られる月なので。 

 

 貴重な資料だと思います。例えばですが、外に出かける、出かけないという

ポイントが、晴れているか雨なのかということもでてくると思います。実際に

８月は雨が多かったと思うので、次回会議で９月分の利用実績がでてきたとき

に、バスの利用者数が減っているようであれば、天候により左右されるという

ことが大きいのかもしれませんね。確か、昨年よりも一昨年の方が暑くて、外

に出かけるという体力がなかったのかもしれません。そういった天候で晴れの

日が何日とかあった方が、統計が取りやすいのかもしれません。 

 

 もう少し、インターネットなどで調べて、晴れが何日、雨が何日というのが

分れば、それを入れて資料を作ってお配りしたいと思います。 

 

 細かな話ですけれども、天候の要因だけではなくて、やはり高齢者の方の利

用が多いので、移動する目的は買い物だけではなく通院がございます。他の地

域でやっているデマンドのデータを見ますと、高齢者の方は、月に１回位通院

する方が非常に多いのですね。逆に言うと、通院は必ず行かなくてはいけな

い。ですから、雨が降っても行かなければいけない。晴れていれば、自転車と

か徒歩で行くけれども、雨が降ったらそれができなくなるからバスに乗る、と

いう動きもある。ですから、先程言われていたとおり、以前のアンケートがも

しあれば、利用されている方の特徴と天候の要因だとかを組み合わせてみて

いった方がよいのかなと思います。 

 

 ありがとうございます。他に、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 

 難しい統計的なところは分りませんけれども、８月は、アリオとか運動公園

とかを利用する方が多いのではないでしょうか。それで、その路線が、比較的

多くなっていると思うのですけれども。 

 

 他にいかがでしょうか。よろしければ、資料２に進めさせていただきたいと

思います。よろしいでしょうか。 

 それでは、資料２の説明をお願いします。 
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（折原課長補佐） 
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（折原課長補佐） 

足立委員 

 

 

事務局 

（折原課長補佐） 

 

 

 

 

足立委員 

 

≪資料２説明≫ 

 

 ありがとうございました。ただいまの説明について、ご質問等ございますで

しょうか。 

 

 ６ページの割引運賃、運賃無料、車椅子ということで、対象の方をお願いし

てもよろしいでしょうか。 

 

 割引運賃は、基本料金３００円を１５０円にする制度でございまして、対象

者は、各種障害者手帳をお持ちの方などが該当いたします。 

また、運賃無料は、１歳未満のお子さんとか、お母さんなどと一緒に乗るお

子さんが保護者一人につき該当となります。 

車椅子につきましては、障害者手帳をお持ちであれば割引の適用になります

が、それとは別に、車椅子での利用実績として集計し、この表に加えさせてい

ただいているところでございます。 

 

分りました。無料は１歳未満ですね。車椅子の方は、障害者手帳をお持ちで

あれば料金は１５０円ですね。 

 

菖蒲地区と栗橋・鷲宮地区の登録者数と利用者数の差があるのですが、いろ

いろ考えてみますと栗橋・鷲宮地区は、ＪＲ、東武があり地域的に利便性もあ

るのですが、菖蒲地区となると、モラージュなどがありますが、利用が少ない

ように思います。登録者も少ないということは、人口的な差なのでしょうか。

それとも、年齢的にまだ若いのか、周知が徹底されていないのか。栗橋・鷲宮

地区と比べると利用者数に大きな差があるので、前に聞いているとは思うので

すが、教えていただいてもよろしいでしょうか。 

 

 まず人口ですけれども、菖蒲地区と栗橋・鷲宮地区では、３倍程度の人口の

差がありまして、そもそもの登録者数の差の要因となっていると思います。年

齢構成ですが、今、そこまでの資料は持っておりませんが、それ程大きな差は

ないのかなと思います。 

また、周知の関係でございますが、デマンド交通を運行する前に、各団体に

お邪魔をさせていただいて制度の周知をしたり、運行開始後も、ホームページ

への掲載や公共施設などへパンフレットを置いたりしております。しかしなが

ら、特に、菖蒲地区につきましては、まだまだ周知の余地というか、周知をし

ていかなければならないと思っております。周知につきましては、引き続き、

力を入れてやっていきたいと考えております。 

 

 デマンド交通の車両は、栗橋・鷲宮地区が２台、菖蒲地区も２台ですか。 

 

 はい。 

 

 と言うことは、利用の多い栗橋・鷲宮地区も２台、利用の少ない菖蒲地区も

２台で、そのバランスもありますよね。 

 

 導入の時に、両地区２台ずつといたしまして、それが今の利用実績と比べる

とどうなのかという考えもあります。この辺につきましては、今後どうしてい

けるのか、どういう見直しができるのかということは、課題といいますか、こ

の会議の中ででも、それがどうなのかとお話し合いはあるのかなとは思いま

す。 

 

 分りました。その後の話になりますね。 
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 私は菖蒲の者なのですけれども、菖蒲は地理的に駅がないということと、デ

マンド交通の運行区域は菖蒲地区内だけなのですよね。菖蒲の人は、希望とし

てＪＲの駅に行きたいというのがあるのですが、菖蒲の半分は桶川方面の高崎

線の方、久喜寄りの人は久喜駅までと。運行エリアが菖蒲地区だけなので、ど

うしても利用が少なくなる。 

人口の年齢構成は、菖蒲地区には年齢の高い人が多く、以前４～５年前の久

喜市公共交通検討委員会の中でも高齢者が多いという話がありました。交通弱

者を中心にということで、デマンド交通立ち上げの時もその辺をお願いして、

市内循環バスの予算も取っていただいて、公共交通が実現したところでありま

す。 

菖蒲は、半々といいますか、高崎線と宇都宮線の中間に位置しているもの

で、また、菖蒲地区の範囲内でのデマンド交通でございますので、登録者数が

少ないのと、何回もお願いしていますが、周知方をしていただきたいというの

も現実にはあります。 

 

 他にいかがでしょうか。 

 

 今の菖蒲の件ですが、私も生まれが菖蒲なものですから。菖蒲地区は、久喜

市内でも、面積が一番大きな地区です。菖蒲は、交通が発展しない代わりに、

親族というか近所付き合いがものすごくいい所なのです。そういうことで、

ちょっと近所に出かける時も、家族が手伝ってくれたり、近所の人たちがやっ

てくれる。そういう意識が、まだまだある土地柄なのです。栗橋・鷲宮地区

は、新興住宅があり新しい人が多いので、このようにデマンド交通の利用の仕

方があるのだけれど。地域性というのが、菖蒲地区にはあるのだと思います。

これは、すごく良いことです、はっきり言って。地域でお互いに助け合ってい

るということで。ですから、一生懸命デマンド交通を宣伝しても、まだまだ、

菖蒲というところは、新しいものに取りかかれないということもあるのかなと

いう感じはいたします。 

 

 付け加えさせていただきますと、菖蒲の場合は、畑とか田んぼが、栗橋や鷲

宮と比べたら、幾分多いのかと。すると、警察などでは分るかもしれません

が、１戸当たりの車の保有台数が多いはずなのです。関東一円では、群馬とか

栃木などの方が、埼玉と比べるとずっと多いのです。１戸当たり２.（てん）

何台とか、３台とか持っている方とか。ご親戚あるいは自分の身内の中で、送

迎をしてあげるということも一つの要因かと思います。警察の方で、何かあり

ますか。 

 

 そうですね。菖蒲ですと、車を利用しないと、生活がしづらいということも

ありまして、一家に５台とか６台、７台とたくさん保有されている方も多いの

です。バス停までも遠いですし、そこまで歩いて行くのであれば、車を利用し

た方がよいというご家庭が多いのかなと思います。 

 

 ここには、２つのポイントがあるのかと思います。 

一つは、菖蒲地区には、デマンド交通以外に路線バスが運行されているとい

う点を、お忘れにならない方がいいと思います。 

もう一点。栗橋・鷲宮地区で２台、菖蒲地区で２台ということですけれど

も、デマンド交通を導入するに当たり、購入したのは２台だけなのです。とい

うのは、車椅子をご利用の方も乗れるように、セダンタイプではなくワゴンタ

イプの車両を、栗橋・鷲宮地区に１台、菖蒲地区にも１台。これは、公平でな

くてはならないので、１台ずつ購入したと。そして、セダンタイプに関して

は、運行事業者さんの協力を得て、普段使用しているタクシー車両を１台ずつ

活用させていただくという形でやっておりますので、実質は２台ですけれど
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も、購入はしていないということで、運行事業者さんの協力を得てセダンタイ

プをご用意していただいているというようなご理解をしていただければと思い

ます。 

人口的な部分の要因もあるのかと思いますけれど、久喜市の行政としても無

駄をしているのではないという観点を、ご承知置きいただければと思っていま

す。 

実際に、菖蒲地区の登録者の数が６９５人ということで、栗橋・鷲宮地区に

比べると少ないところはあると思いますが、今後の課題というところで、皆様

がご認識いただければよろしいのかなというふうに思っております。 

 

菖蒲地区の事業者という部分で、今、副会長がおっしゃったところがポイン

トだと思います。デマンド交通で、全部を完結しようという考え方が強過ぎる

のかなと思います。あくまでもデマンド交通は、既存の公共交通手段の補完で

あるべきだと思います。 

ですから、菖蒲地区の場合、駅は無いですけれども、しっかりとした「菖蒲

仲橋」というターミナルとまでは言わないまでも、バス停がありますので、そ

こまでの結節というのをしっかりと考えていただく。あそこは、バスというの

が既存の交通手段ですから、そこをうまく活用することを考えていただきた

い。例えば、菖蒲から久喜駅や白岡駅に行くのは構いませんが、そうなってく

ると、バスの利用がなくなった場合、バスの路線がなくなるよという可能性

も、実際に前回の会議でもバスの路線がなくなっているという話もありまし

た。「それでもいいの？」という話です。 

あともう一つ。デマンド交通は、今後ずっと運行されるかは、失礼ながら確

証はないと思うのです。そういう中で、私たちがデマンド交通で全部できる・

できると話をしてしまって、その後、バス、タクシー会社が撤退。そして、デ

マンドも廃止されてしまった場合の責任は、誰が取るのかということです。バ

スが１回廃止された場合に、また復活するという事例は、そんなにないと思い

ます。 

その辺も含めて、既存の交通手段をいかに上手に使ってやるかということ

を、ぜひ考えていただきたい。この会議は、そういうところを公平に見る会議

なのかなと思います。 

あと地域性は、各委員さんの言うとおり、菖蒲地区はお年寄りが運転する比

率が高いです。これは、地域性が全くあります。以前もお話ししたとおり、私

は、白岡でもタクシー事業をやっていますけれど、白岡の線路を分けて西と

東、菖蒲に近い大山地区は田んぼが多いので、農家の方が８０歳でも９０歳で

も運転する地区。東部地区は、新興住宅地があるものですから、そういう方は

車に乗らなくなってしまって、デマンド交通を利用する比率は、１．５倍位

違っています。やはり我々は、地域性というものも、しっかり見ていかなけれ

ばならないのかなと思います。 

 

ありがとうごうざいました。いろいろなご意見があろうかと思いますが、ま

だ、他の議題がありますので、先に進めさせていただいてよろしいでしょう

か。 

 

≪「はい」と言う人あり。≫ 

 

（２） 久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきまる）の運行内容に

ついて  

 

 それでは、議題（２）久喜市市内循環バス及び久喜市デマンド交通（くきま

る）の運行内容について、まず、資料３について、事務局から説明をお願いし

ます。 
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≪資料３説明≫ 

 

 前回の会議での主な意見等をまとめた形となっておりますので、参考にみて

いただければと思います。 

前回の会議では時間がなくてご意見をいただいておりません資料３の７ペー

ジの運行区域、この点について、皆さんのご意見をお伺いしていきたいと思い

ますので、忌憚のないご意見をお願いします。いかがでしょうか。 

 

 前回の会議では、私どもの状況について、普段あまりしないような話を、本

音の部分まで踏み込んで話をさせていただいたつもりです。 

 今回、項目の１番から７番まであって、今６番の話になっていますけれど

も、どちらかといいますと、市内循環バスにしてもデマンド交通にしても、私

どもにしてみれば、ライバル関係になってしまうのですね、残念ながら。その

中で、例えば、乗降ポイントでは、本音で言えば、私どものバス停を乗降ポイ

ントにしてもらいたくないです。 

先程からの数字を見ると、複雑な思いで聞いていたのですけれども、これだ

け増えてきたということはですよ、私どもも赤字を背負ってまで路線について

やる必要はないかなという考えで聞いていました。実際、厳しい状況の中で残

していくのは、困難なのですよね。自治体さんによっては、その辺の温度差が

かなりありまして、「赤字の補てんをしてでも残ってくれ。」というところも

あります。「いや、そういうところであれば撤退してしまってもいいです

よ。」というところもあります。明野委員さんがお話ししてくれたのですけれ

ども、一回路線を失くしてしまいますと、復活というのは多分できないですよ

ね。 

よく言われているのが、「デマンド、デマンド」とバーっと流れでいってし

まって、先々何も無くなってしまった、というところもあるのですね、実際

に。我々が撤退した後に、広大な交通空白地帯ができてしまって、結局そこを

自治体さんの税金で埋めるとなったら、新たなデマンドかコミュニティーバス

を走らせることになるのですよね。またお金がかかってしまう話なのですよ。

その辺をよくよく考えていかないと、困るのではないかなと、逆に思います。 

ですから、例えば、これから協議になるのでしょうけれども、８０歳以上の

利用料金の半額化って、これだってよく言われるのが、「運転免許証を返納し

てしまうと、バスしかないから残してください。」ってよく言われるのです

よ。これは、逆行してしまうのですよ。ただ、私どもも久喜市さんには、お願

いしたりする経緯もあったりだとか、久喜市さんからいろいろ要望を受けた

り、お互い良い関係でいたいと思いますから、これは、市長さんの公約という

こともありますし、仕方がないといえば仕方がないと思います。 

思いますが、ぜひ、よくよく考えていただいて、撤退したくてするのではな

いのです、本当に。どうにもならなくなってしまって、去年も他の自治体さん

のところで３路線撤退してきたりとかしました。今は、タクシー事業について

も非常に厳しいので、去年から今年にかけて、群馬と千葉で事業所を統合、実

際は閉鎖ですよね。年内には埼玉でも１事業所たたむ予定なのですけれども、

そういう状況を、よくよく知っていただきたいのですよね。 

 だから、今のこの運行区域についても、直に行かれるようになってしまった

ら、バスは落ちますから、本当に。そうなると、止めたくないけど止めざるを

得ないというふうになります。この辺もよくお考えになっていただければと

思っています。 

 もう一つ、長くなって悪いのですけれども、私は東日本大震災の時、東武バ

スの本社にいまして、営業の課長をやっていました。あの時は、電車がみな止

まってしまったのですよ。帰宅難民がすごくなって、バスだけになったので

す。あと、タクシーです。結局、翌日の始発の時間まで、動かしました。お客

さんが途切れないから。運行する会社から問い合わせがきましたよ、「いつま

で動かすんだ」と。私は、「お客さんがいなくなるまで動かせ」と言いまし
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た。だって、移動する足がないのだから。そういうのと同じで、いつ大規模災

害が発生するか分らない今の世の中で、じゃあ我々が撤退してしまった場合ど

うするの、ということもお考えになった方がいいかと思います。あの時、つく

づく思ったのが、「もっと我々に力があれば、もっといろいろなことができ

た。」ということ。厳しい状況になっていたので、いろいろなご要望があった

けれど、受けきれなかったのです。最後は、燃料がなくなってしまいました。

東北の事業者が酷い目にあったので、国土交通省さんから電話があって、「原

発がこういうことになっているから、安全な地域まですぐに運んでくれ。」い

う要請がありました。東武は、高速バスの路線を持っていたので。それは迷い

ましたよ。放射能だってどうなっているか分らないし、大切な従業員を。で

も、東北のバス屋があんな状況になっているので関東がやるしかないというの

で、それはやりましたけど、帰ってきてから大変でしたよ。バスを除染したり

とか、乗務員も全部健康診断したりとか。ああいうのを経験しているから、

ちょっと言わせていただいたのです。本当に大変な時って必ず起こるので、そ

ういうことも考えた上で、こういう公共交通の会議っていうのは、やっても

らった方がいいと思います。ちょっと長くなりました。すみません。 

 

 ありがとうございました。貴重なご意見でございます。実際に体験された中

での、今のお話だと思います。いろいろ考え方があろうかと思いますけれど

も、公共交通どれ一つがなくなっても駄目なのかなというふうに思いますの

で、全体的に考えていただきながらご協議していただければと思います。引き

続き６番について、ご意見をお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 

 今のバス会社の皆さんの言うことはよく分るのです。路線バスの皆さんの場

合は、３６５日休みなく運営しているっていうことと、お客様がどれ位乗るか

分らないという不安とかいろいろなものがあって、大変だと思うのです。公共

交通っていうのは、交通の弱者を救うっていうのが、どうしてもそういう流れ

になってきますし、自治体っていうのは、地域を支えるっていう意味では、す

ごく大事になってくるので、じゃあ民間バスさんって何を、っていうことにな

れば、やっぱり時間どおりにきちっと来ますよ、と一つ一つのＰＲがあると思

うのです。もしくは、違う時に、日帰りバスパックとか計画を立てていただい

たり、いろいろなやり方を地域の中に残ってもらって、やれることっていっぱ

いあると思うのですね。 

ですからそういう意味で、いざという時は、バスがものすごく大事になると

いうことは分るし、じゃあ普段は、ってなると、普段は厳しくなってくる。 

でもやっぱり使う利用者としては、便利であって、そして、時間どおり来て

いただいてっていうのが一番の目的でもあるので、そういう意味では、何とか

力を出していただいて、残れるようにしていただきたいなと、私たちは思いま

す。また、無くなれば、絶対不自由になるのは、目に見えて分っていることな

ので、その辺うまくやってくだされば、私たちも助かりますので、何とか企業

の方で努力していただければと思います。 

 

 バスの方の話ですけれども、タクシーも含めての話になると思います。結

局、住民の方が、どう考えるかだと思います。失礼な話、菖蒲地区の方が、

「もうバスがなくなってもいい」というのであればあれですし…。バス業者、

タクシーも含め誰が支えるのか、結局は、地域の方なのですよ。地域の方に

使っていただけなければ、あとは、血税を入れるしかない。血税も、変な話、

菖蒲地区だけにそんなに入れられないということになれば、そうすると地域と

しては、バスが通らない。バスが通らなければ、新しい人が地域に入らない。

白岡の東の地区は、実は、６～７年前にバスが廃止しております。そうする

と、新しい家が出てこないのですよ。菁莪小学校、菁莪中学校というところ

は、学年で１クラスとか２クラスとか。バスも公共交通も無いのです。 
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で、お願いしたいのが、今の大変失礼なのですが、企業もがんばります。で

も、地域の方もバスを使わなければ、バスがなくなるということを理解してい

ただきたいのです。 

 私が、ある公共交通の研修に行ったのが、日立市。日立市のある住宅団地

で、バスが無くなるっていった時、地域の方が、その団地の方が、バスを使う

という方策を作って、地域の方でバスを使うようにしたのです。そうしたら増

えましたと。増えたので、バス会社に、こういうルートを作ってくれと要望し

て、その地域のバスが復活したという例があります。 

これがすべてではないと思うのですが、ぜひ行政の方も、「デマンド、デマ

ンド」って言いますけれど、バスとうまくリンクさせて駅に行くという利点。

また、地域の方がバスを守るという利点。その辺をもっと押し込んでいただい

て、例えば、先程あった８０歳の件も、私も「ふーん」とは思いますが、そう

いう方が、「もっとバスに乗ってよ」と、「バスに乗って久喜地区に来てよ」

と、「病院に来てよ」ということを、もっとアピールしてもらいたいのです

ね。「デマンド交通でこれだけ楽になりましたよ」いうのではなくて、「こう

いうことをすることによって、バスがこうだし、タクシーもこうですよ」と。

公共交通とミックスしてやるという宣伝の仕方を、恐らく今までしていなかっ

たと思います、失礼ですが。タクシー会社も撤退しているところが大分ありま

す。埼玉のこの辺でも、北川辺では、タクシー会社が無くなってしまいまし

た。他の所から呼んでも、２０分、３０分かかってしまいます。そういう地区

も出てきます。 

ですから、いろいろな意味で、この会議にいる方は、バスとかタクシーとか

電車も含めて、既存の公共交通とどういうベストミックスをすれば、地域が持

続的に繁栄するか、ということをぜひ考えていただきたい。企業もがんはりま

すけれども、地域の方にもがんばっていただきたいというのが、私の意見で

す。 

 

 今、バスの話が出たのですけど、菖蒲仲橋から久喜駅西口行きがありますよ

ね。でも、市役所は通らないのですよね。私は、何回か乗って、久喜の市役所

に行きたいから、でも、どこかで降りてから結構歩くのですよね。ですから、

何本かに１本位は、市役所に回っていただければと思いますが。 

 

 従来から、そういうご要望も受けております。お陰さまで、久喜市さんから

もご要望を受けておりまして、運行時間を早くしてくれとか遅くまでしてくれ

とかも要望を受けて、そこは変えたのです。もう一つ、所要時分と言って、あ

そこから駅まで何分かかるというのが、結構厳しかったのですよ。ただその

分、車と人間を投入してやったところ、ご利用のお客様の人数が増えたので

す。だから、そういう要望を聞いてやるのが一番いいのですよ。 

ただ、戦力がどれ位投入できるのか、費用対効果のこともありますし、市役

所の方に回すということもあるのですけれども、いろいろな兼ね合いがあるの

ですよね。兼ね合いというのは、必ずしも全部の方に賛成していただけるとい

うのではないのです。バスはうるさいとか、振動があるとか、そういうことも

出ますので。そこを改善するために、こういう会議とか、今も久喜市役所さん

といろいろと打合せして、大型のバスを入れようかなと思っています。朝なん

かすごいのですよ、並んでいただいて。それもあるので、大型バスを走らせる

のであったら、今の所は狭いから、むしろ、もう少し市役所に近い方を通らせ

てもらえれば、それも解決できるし、お客様の利便性も上がるので、というこ

とは考えています。ただ、まだ申請もしていないのに、支局さんも見えている

のであまり…という話になってしまうので、この辺で止めますけれども、それ

は、ご意見として他のお客様からも出ています。対応はしたいとは思います。 

 

総合病院は行くのですけれども、市役所は行かないのですよね。 
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大迫委員 

いっぺんにはできませんので。だんだんとね。 

 

すみません、話をちょっと戻させていただいて、デマンド交通の地区の乗り

入れの関係ですが、いかがですかね。いろいろ考えなければいけない課題とい

うのもあるのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

バスに関しては、先程から話が出ているように事業として苦しいのは分りま

す。 

今回話題になっている中で、いわゆる交通弱者と言われる方々、移動が難し

い方、今のデマンド交通を見ても車椅子の方ですとか障がいを持っている方が

結構乗られています。こういった方々が、先程来でていますように、公共交通

の乗り継ぎで目的地まで行けるかどうかということを少し考える必要があると

思います。 

ただ、この辺になってくるといわゆる福祉の交通と公共交通との境目になっ

てはっきりとした線引きは無いですよね。ここら辺を、今回久喜市さんとして

どこまで取り入れていくか。この後の８０歳以上の利用料金の半額化。これは

たぶん健康年齢を上げていこうという意図があると思いますけれども、こう

いった点を考えて、バスの考え方でいうとすべての人に対してサービスしなけ

ればいけないけれども、そう考えた時に、すべての人を考えていくと、まず、

通勤通学の方、一番稼いでいるところかと思いますけれども、こういったとこ

ろにサービスを置く。やはり取り残されてくるのは、日中の高齢者の方、その

中でも、障がいをお持ちの方。では、こういった方々に対して、どういうサー

ビスをしていくのか。それは、この公共交通でやるのか、また別にやるのか。

そういった視点での議論も必要なのかと思います。 

 

 ありがとうございました。今の時点では、ご意見を伺うということで。また

協議は、この先具体的にさせていただきたいと思います。この６番の運行区域

について、他にご意見があればお伺いしますがいかがでしょうか。 

 

 先程言ったように、やはり便利ということになると、改革しなければならな

いということはこれから出てくる訳ですよね。そうなってくると、ルートの変

更とかダイヤの見直しとか、そういうのもでてくると思うのですよね。それも

これからきちっと決めていくということに入りますか。それはバス会社さんが

市とのやり取り、また、他の業者さんとの連携をしていくという改革にして

いったらいいと思います。やはり、改革していかないと、ある面では、交通も

結構車の量も増えたし、圏央道もできたりいろいろなことができると、一本し

かない菖蒲のあの道も非常に厳しいし。バス停も、バスを待っている人を見る

と、本当にぎりぎりでバスを待っている訳ですよね、暗い中でね。だからそう

いうバス停にしても改革されていないし、そういう意味ではもっともっと利用

者を増やしたりアピールしていくとなると、一つ一つまだまだ改革していかな

ければならない部分というのがあるのではないかな、と私は思って聞いていた

のですけれど。 

 

 今おっしゃったバスというのは、路線バスのことですか。市内循環バスとか

デマンド交通ではなくて。 

 

 そうです。路線バスのことです。 

 

 ご意見ですので、お伺いします。 

 

 そうです。意見です。 

 

 今は、デマンド交通の運行問題について話をしなければいけないのかと思う
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のですけれど、地域的に、私は菖蒲地区に住んでいないので分りませんけれど

も、バス停（乗降ポイント）を増やして、はたして利用者が増えるのかという

問題は、地域の方にバス停（乗降ポイント）を増やした方がいいかということ

を伺った方がいいのではないでしょうか。地域性は、その場所に住んでいない

と分りませんので。なるべく路線バスのバス会社さんの方々にご迷惑にならな

い程度に増やした方がいいのかなと思います。 

 

公共交通というのは、共存していくというのが第一の条件だと思うのです

が、栗橋地区はバスが１本も走っていない状況で、他の地域とは状況が異なり

ます。交通弱者の場合は、頼るところはデマンド交通しかありませんので、病

院とか駅とかを利用するのはそれだけですので、その辺もちょっと考えていた

だいて。状況が違いますので、その辺も理解していただきたいと思います。 

 

６番の運行区域の久喜の部分をどうするかということの意見を考えてみる

と、バスの運行事業者さんにしてみれば、久喜地区全域をデマンド交通でカ

バーするとなると、撤退をせざるを得ないということが皆さん分ったかと思う

のですね。 

ただし、久喜地区の中でも限りなく菖蒲地区に近い清久エリア、東京理科大

学とかあの辺のエリアの方々、バスがあまり走っていないエリアを重点的にデ

マンド交通でフォローすると、例えばですよ。これはあくまでも検討するとこ

ろだと思うのですけれど、要するにデマンド交通では、久喜駅に行こうと思っ

ても基本的に行けません。バスに乗らないと、乗降ポイントを活用しないと公

共交通では久喜駅には行けませんし、または、久喜総合病院へもバスを利用し

ないとデマンド交通では行けません。そういった菖蒲地区に近い久喜地区の方

の交通弱者を救う意味では、若干、久喜地区の部分も少し入れてもいいのかど

うかというポイントを、皆さん考えた方がいいのかもしれないなということも

少し私は思ったのですね。というのは、久喜地区も広いですよね。その中で、

菖蒲地区に近いエリアの中で、バスのポイントまで行けない方々にしてみれ

ば、デマンドを活用するポイントが増え、ひょっとしたらバスを利用する方も

増えるかもしれないな、という提案なのですね。ただ、その部分をどこまで区

切ったらいいのかとか、そこが公平なのか公正なのかというポイントが大きく

なると思うのですね。というのは、久喜地区の中で、私たちのエリアは見捨て

られたのかどうか、選ばれなかった地域と選ばれる地域でかなり温度差がでて

きてしまうと思いますので、そのポイントでどうしたらいいのか。そういった

ポイントを、こういった公共交通の会議の中で、やはり久喜地区までは延ばす

べきではないと判断するのか、それとも、久喜地区の中で少し菖蒲地区に近い

エリアをやってみようではないか、ということを検討する部分も必要ではない

かなと思ったので、少しお話させていただきました。 

実際にどこまで久喜地区のエリアにデマンド交通を延ばすかによって、バス

の事業者さんやタクシー事業者さんのお客様を取る訳ですから、デマンドで。

その部分をどこで線引きしたらいいのかということで、目測をもし取れるよう

であれば、やっていただければなと。もしそれが難しいようであれば、まだ時

期尚早ということで、今回久喜の運行に関してはやるべきではないということ

で、私はトータル的に考えるところです。 

 

 他にいかがでしょうか。よろしければ、次の８ページにございます８０歳以

上の方の利用料金の半額化に移らせていただきたいと思います。よろしいで

しょうか。 

 

≪「はい」と言う人あり。≫ 

 

こちらにつきましては、前にも話しましたが市長の選挙公約というところ

で、今までの項目の１番から６番でご協議いただいたアンケート調査のものと
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は別に考えていただきたいということで、項目立てをさせていただいたところ

でございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、７番の８０歳以上の方の利用料金の半額化について、ご意見等を

お伺いしたいと思います。 

 

市長さんの公約ということなのですけれども、市長さんの説明は、「８０歳

以上の方のデマンド交通の利用料金を半額にする」ということだけなのです

か。その前後に、８０歳以上の方が外に出て健康につながるとか、そのような

説明はないのでしょうか。 

 

選挙の時のパンフレットとかでは、政策を項目立てにしておりますので箇条

書きのような表記になりますけれども、議会では、新たな利用者の掘り起こし

とか、普段あまり外出しない方がより外出していただき易くなるようにした

い、という考えの答弁をしてございます。 

 

この公約は、市長の選挙の時の公約ですよね。と言うことは、何も、市長が

掲げた公約だから、これを進めていかなければいけないというのではない訳で

すよね。あくまでも公約ですから、変えることはできないのですか。 

 

通常、選挙公約に掲げた場合は、首長としては、その内容に沿って進めてい

くのが普通の考えだと思いますので、ご理解願います。 

料金の関係になりますので、今までの話を聞いていますと事業者さんの方に

影響があるのかなという感じがするのですが、タクシーの事業者さん、また、

本市のデマンド交通の運行をお願いしている事業者さんとして、明野委員さん

いかがでしょうか。 

 

 先程のお話しのとおり、前提として「掘り起こし」ということを主眼に置い

てやっていただきたいと思うのと、それに伴って、バスなりタクシーを併せて

使ってもらうということを、逆にアピールするチャンスにしてもらいたい。恐

らく、「今からデマンド交通を使ってください」って言っても、「またか

な」ってなりますけど、「８０歳以上の方半額になりますよ。ですから出てく

ださい。」と。菖蒲地区の方でしたら、「こういうふうにすれば、久喜駅まで

出れます。料金はいくら位ですよ。」とか。ぜひ、そのきっかけにしていただ

きたいと思います。ただ単に、今使っている人を安くするというのでは、個人

的にはあまり意味がないと思うので。 

我々業者としては、行きはデマンドなりを使っていただいても、帰りはタク

シーなりバスを使っていただいて。特に、デマンド交通の方は、帰りは時間が

なかなか取れないケースも出てきていますので。先程の資料の時間（ダイヤ）

ごとの利用者数を見ていただいて分るとおり、すべての方が、行きと帰りの両

方でデマンド交通を使っているという訳ではないです。やっぱりお昼とかかん

でしまっているので、時間のある方は１時間でも２時間でも待ってくれる方も

いるのですけれども、気の短い方もいらっしゃると、待っていられないからタ

クシーを使うとかバスを使うというケースもありますので。ぜひその辺も、

我々の需要に結び付けていただくような形でやっていただけるのならば、「た

だ単に安くしますよ」だけではなくて、その辺も結びつけた中で、やっていた

だければいいのかなと思います。 

 

 私は相談員をやっており、昨日も電話をいただきました。デマンド交通につ

いて「行きは使えるのに、帰りはどうしたらいいの」と。ちゃんと説明しまし

て、「帰りはタクシーを使ってください。行きだけでも、タクシーより料金が

安いでしょ。」ということをよく説明しましたら納得してくださいました。や

はり、私たちは、しっかりと相手に分るように話をしていけるような考え方を

持っていなければいけないのではないかと思っています。 



 - 14 - 

 

山村会長 

 

 

小熊氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴木副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中村委員 

 

 

 

 

 

 路線バスについて、先程から営業的に苦しいということをお話しいただいて

いますが、その辺、朝日自動車さんいかがでしょうか。 

 

 先程言わせていただいたとおりで、これだって困ると言えば困りますよね、

正直言って。困りますが、自分たちの主張だけで、立場だけで話をすると、ま

とまらないのですよね、こういう会議は。 

ですので、路線バスのことも、先程詳しく話をさせていただきましたので、

その辺よくご理解いただいた上で、例えば、先々の話でしょうけども、赤字の

補てんとかその辺も考えていただいて、それでも残すとか、もう要らないよと

か、そういうのも積極的に考えていくのも大事なのかなというのもありますの

で、仕方ないという考えですかね。積極的に賛成ではないけれども、仕方ない

でしょうと。 

 

 私は、さいたま市に会社がありまして、どちらかというとさいたま市や東京

都の方で会社を経営されている方々とお会いすることがあるのですが、つい先

日も、「久喜というところは、どういった都市なのか」という質問をよく受け

るのですよ。というのは、圏央道が開通することによって、物や人の流れがか

なり変わっていくということを皆さんよく知れ渡っていて、久喜は、物流拠点

になるということと、人の流れが変わっていくという点で、大手の企業も注目

されているのです。 

その中で、りそな銀行によりますと、埼玉県に注目している方々の層があ

る。それはどういった方々かといいますと、高齢者の方々だそうです。これま

で東京都でずっと生活してきた方々が、「もう都会は嫌だと」いうことで埼玉

に目を向けている。片や、栃木や群馬の高齢の方々も、「もう少し便利なとこ

ろに住みたい」となると、埼玉県というのが注目されるそうなのです。その中

でどこを選ぶとなったところで、実は、久喜がかなり注目をされているそうで

す。一番重要なポイントとなるのは、高齢者の方が久喜の方に増えてきたとき

に、デマンド交通やバスというのは、目的地に運ぶ手段なので、そういった人

の流れというものを、全部が全部デマンド交通でやってしまうと、それこそバ

スもタクシーも撤退してしまうと思うのですけれども、どこか不便を強いるか

もしれませんけれども、つなぐポイント、乗降ポイントをきちんと考えておけ

ば、お互いにとっていいような、そういった模索をしていくのも必要なのかな

と思います。 

今回の久喜市長の公約の部分に関しては、久喜市の大多数の方が今の田中市

長を選んだということで、市長の公約は、絶対に無下にはできないと思いま

す。その中で、どうしたらよいかというアイデアを募っていけばいいのではな

いかなと思うのです。実際には、８０歳以上の方々の利用料金を半額化するこ

とによって、財政の負担は間違いなく来る、それと、バスの事業者さんやタク

シーの事業者さんに対しても、ひょっとしたら今以上にかなり切迫したことに

なる可能性もでてくるとは思いますけれども、「外に出て何かが生まれる」と

いう、この間の本多委員さんの意見もあったように、そういった部分も少し考

えていければいいのではないかなと思います。 

実際に、デマンド交通の台数を増やしていけば、どんどん苦しくなるのだと

思うのですけれど、外に出ていって、帰りデマンドが足りないといったところ

で、バスや公共交通を使わなければならないと思いますので、そういった契機

になっていただければいいなと思います。 

 

市長の公約で半額にするということは、いいと思います。先程質問させてい

ただきました割引運賃というのは、障害者手帳をお持ちの方と同じ扱いになる

のかなと思っているのですね。ただし、条件付きでという形なのです。 

私は、前回の会議で、運賃を値上げした方がいいというふうに提案をしてい

るところです。これは、デマンド交通が持続可能なものであり、今後も利用が
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できるためにと。今の金額では、ガソリン代にもならない。それから、私は、

鷲宮地区の桜田に住んでいるのですけれども、例えば、利用実績が一番多い済

生会栗橋病院に行こうと思った時に、公共交通である電車を使おうとすると、

電車賃でも３４０円かかるのですね。家から病院まで届けてもらえるものに対

して、これが３００円という金額は安過ぎると思っています。前々回の時に、

「例えば、桜田地区から済生会栗橋病院まで行く時、タクシーだとどれくらい

かかりますか」ということをおたずねしましたなら、２，４００円位。それか

ら、パソコンで駅から駅を調べてみましても、やはりそれ位の金額がかかって

いるのですね。それをいつまでも３００円の状態で維持していくということ

は、ちょっと困難なところがあるのではないかなということを思います。 

それから、資料３の６ページですね。利用料金についてというところの表を

見ていただいてよろしいでしょうか。この中で、ときがわ町がゾーン制という

ことで、料金が違ったりしていますから、キロ数によって少し料金を変えると

かということもあるし、それから、秩父市の別途買い物乗り合いタクシーが

１，０００円、２，０００円ということで、秩父の地域性というのもよく考え

合わせながら、すごい勇気のある金額がこういって出ているなと思ったりしな

がら、利用料金を見直した上での半額、という条件付きでですね、半額という

のがいいなと思っています。 

 

私は、料金は据え置きという考えのグループに入っていたのですが、利用料

金が５００円というところの主な割引制度を見ますと、５００円のところでも

６０歳以上は３００円とか。久喜市のデマンド交通の実績でいくと７０歳以上

が７０％を超えるのです。それでかつ、小学生であれば３００円という割引が

あったり、そのほかの条件もあったりしますから、５００円の幸手でも白岡で

も、乗り合いの利用の場合は３００円ですよね、白岡で。それから、小学生の

場合は３００円。幸手市の場合は、６０歳以上っていう割引制度がありますか

ら。秩父は条件が書いてありませんが、秩父っていうのは山あいの方ですか

ら、感覚的にはあまり対象にしなくてもいいのかなと。 

そんな感じがしていますから、いずれにしても、利用料金の見直しというの

は、今は早いだろうと、まだ早いだろうという意見です。 

それと同時に、８０歳以上の半額化ですけれども、半額というのは、他のと

ころでもやっているし、市長の公約であれば、それに条件を付けなくて、最初

はやるべきであろうと。それで先々、もう少し上げた方がいいとかいうのは、

当然出てくるかもしれませんが、今はまだデマンド交通を利用しやすくして、

バス業者さんタクシー業者さんと共存できるシステムを皆で考えるというやり

方で、特に、バスを利用できるということにすることには、もっと注力をすべ

きだと。ですから、デマンド交通で菖蒲仲橋なりへ行ける体制ですね。それで

先程話題に出ていた久喜の市役所が、公共交通として朝日自動車さんなりによ

りそこにルートができるような形になると、恐らく菖蒲地区で増えるというの

があるであろうと、そうすれば帰りも乗って帰れると。バスも増える。そんな

形になりますね。 

それと同時に、行きは行き易く、いろいろな形でもって。既存のルートの中

で見直しとかするとですね、例えば、出かけて行って病院から帰るときに、時

間的にデマンド交通を使えないからタクシーを利用すると。そういうような形

のものは、当然あるだろうと思いますから、そこら辺を考えていただいた方

が、よろしいのではないかなと、そのような意見なのです。 

 

平成２６年度の第２回会議の議事録を見ていたのですけれど、その中で、委

員の意見として、「アンケート結果としては、もっと安くすべきだとか、２４

時間運行して欲しいとか、デマンドについてはいろいろな要望が出ていますよ

と、人の欲求とは計り知れないよね、どこかでブレーキをかけながらいかない

と市としても経費がいくらあっても足りなくなってしまう、本当に慎重に石橋

をたたきながら運営していかなければならないと思った。」というのが議事録
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で出ているのですね。人の欲求というのは、果てしないと思うのです。昔、セ

ブンイレブンは、７時から１１時（２３時）までしか開いていませんでした。

それでも、皆、ものすごく便利だと思ったのですね。でも今、夜中いつでも開

いていないと不便だと思ってしまう。それが当たり前になってしまっている訳

です。 

この８０歳以上半額というのも、８０歳以上半額がいいかどうかというより

も、私が懸念しているのは、「次は７５歳、次７０歳、６５歳、６０歳…」と

なっていきはしないだろうか。久喜のエリアへの乗り入れについても、「ここ

の部分だけは乗り入れＯＫね」。それがだんだんだんだん広がっていって、

「オールＯＫね」。もっと言うと、「じゃあ、桶川の駅までＯＫね」と。エス

カレートしてはいかないだろうか。そういうことが心配されると思います。 

我々がいつまでもここの席に座っていられるとも限らないので、デマンド交

通が始まった時に、「こういう懸念もあるのだけれど、それも承知の上で始め

てみましょう。」と踏み切ったことを忘れてはいけないのではないだろうか。 

さらにもう一つ、数字的なことを言えば、８０歳以上を半額にして新しく乗

る方を増やしましょうという理屈だと思うのですが、明野委員さんの話です

と、もうデマンド交通は便によってはこれ以上乗れないと、人を新しく取れな

いということもおっしゃいました。８０歳上の方のデマンド交通の利用者は、

全体の３０％です。その方が半額になる訳です。同じだけの売り上げを得るた

めには、経営的には倍乗ってもらわなければならない訳ですよね。それが物理

的に可能なのかどうか。商品の販売なんかだったなら、１個しか在庫がないも

のを２個に増やせばいい話なのでいくらでもできると思うのですが、バスにし

ろタクシーにしろデマンドにしろ、１台の車には何人しか乗れないと決まって

いるので、それを超えて利益を得る、売り上げることは不可能なので、その辺

まで考えなければいけないのかな、というふうに私は思います。 

実際、８０歳以上を半額にしてどうなるかっていうのは、やってみなければ

分らないってこともあると思います。条件付きという話も出ました。じゃあ、

３箇月間とか半年とか、そういう運賃制度を採っていいかどうかは支局さんと

の相談になるとは思いますけれども、お試しをしてみるのもいいのかなと、そ

れを踏まえて、デマンド交通の人数はどう増えたか、市内循環バスの人数はど

う動いたか、一般路線の人数はどう動いたか、というのを踏まえて、そこでも

う一度、本格的に導入すべきかどうかということを検証してもいいのではない

かと。民間企業であったら、「半額セールやりました。あれっ、損しちゃった

から次はやらない。」というのもできますけれど、市の行政サービスとなる

と、「半額、やっぱり止めます。」というのは、なかなかいかないと思います

ので。その辺は、やはり慎重にされた方がいいのではないかなと思います。 

 

 私は、鷲宮が地元でして、商工会の青年部をやっているのですけれども、昼

夜間の人口の差が鷲宮地区でどれくらいかという統計をとったことがありまし

て、実は埼玉県で２位、ワースト２位です。それだけ鷲宮は、ベッドタウンな

のです。鷲宮で働く人はほとんどいなくて、鷲宮以外に勤めに行ってしまう。

昼間、若者はいない。要するに、昼間いるのは誰かというと、年配の方々にな

る訳ですよね。 

そこの層の方々が、いかに外に出る部分が大事かって考えると、先程、鈴木

委員さんがおっしゃったように、お試し期間を設けてでも、私はやってもいい

のではないかと思います。半年間、もしくは１年。やってみなければ分らない

ことはたくさんあると思うのですけれども、その中で、８０歳代の方々を半額

にしてみたところで、どれ位の利用者数が増えていくのか、そういった部分の

統計も、どれ位の財政負担になるのか分りませんけれども、逆に言えば、行政

の方にどれ位の目測があるのかとかデータとして少しあれば、議論のしようも

でてくるのではないかと思います。 

実際に市長の公約というのは、かなり重たいものだと個人的には考えており

ますので、それに対して、どうあるべきかというところで理解をしていけばい
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いのかなというふうに思います。 

 

 ありがとうございました。他にいかがでしょうか。いろいろとご意見を出し

ていただいていますけれども。 

 

 先程、健康年齢を引き上げるという話をしたのですが、東京都の方の高齢者

研究所というところで出している論文の中に、高齢者の、例えば８０歳以上の

方の１週間の外出頻度、これが１回に満たない方というのは、歩行障がいにな

るリスク、それから、いわゆる痴呆症になるリスクが、ほぼ毎日、あるいは２

日に１回位外出している方の３倍から４倍位あるというレポートも出ていま

す。 

ですので、できるだけ高齢の方に外出していただく機会を設けるという意味

では、８０歳以上の方半額というのは非常にいいことだな、と私は感じていま

す。これは、市長の公約とは別にですね。 

ただ、今日、お話ししていただいているように、単純に増やせばいいのかと

いうとそういう話ではなくて、やはり、デマンド交通は、いろいろな制約の元

で動かざるを得ないというところもありますので、例えば、今日の話ですと、

乗り継ぎ拠点。乗り継ぎ拠点の整備状況、すみません、私は、その整備状況を

存じていないのですけれども、屋根がないとかバス停のポールが立っているだ

けの場所を拠点としているとか、そこでバスを待つ、あるいはバスを降りてデ

マンド交通を待つというのは、非常につらいと思います。そういう拠点の整備

も併せてやりながら、今日、何度もでていますけれど、従来の公共交通と、デ

マンド交通をうまく利用していただきながら、高齢の方々の外出を増やしてい

く、ということをやっていかないと難しいのではないのかなと思います。その

上で、今日、条件とかでていますけれど、料金の値上げということも必要であ

ればやっていけばいいと思います。 

 

 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

 

 料金の件なのですが、いずれは値上げにするかどうするかは考えることかも

しれませんけれども、当面は、まだ始まったばかりなので、料金は今までどお

りでしばらく様子を見たらどうかと思います。 

 また、私も、障がい者の会とかいろいろ行っていますけれども、８０歳以上

半額にしたとしても、それ程人数は増えないのではないかなと思えるのです

が。ですから、８０歳以上の方の料金の半額化については、賛成したいと思い

ます。 

 

 料金のことは、非常に厳しい言い方をすると、持続可能でありたいというこ

とと、いつか見直すことがあるのであれば、２年経った今見直してもいいのか

なと思っています。 

 それから、半額ということは、現在の３００円からすると１５０円ですね。

慈善事業みたいな金額だと思うのですね。元気な高齢者を増やしたいというこ

とは、いろいろなところで活動、行動を起こす健康な方が増えるということ

で、やはりそういう方は見ていますと、若い方とか元気な方と同じ土俵に乗り

たいということもあるのですよね。だから、安過ぎる金額を、これで本当に喜

んでくれるのかなと、半額にしたことで。１５０円という金額はタダみたいな

金額で、やっぱり皆と同じ土俵に乗るためには、先程言った電車に乗っても 

３４０円。歩いていって階段などを上ったりしないで、本当にドアｔｏドアで

すよね。それで、その金額よりも安い金額でどうぞ、というのは本当に喜んで

もらえるのかなということを思っています。 

 やはり、先程の重ねて繰り返しになりますが、私は、料金は今見直すべきだ

と思って、それに対して条件付きの半額。半額でも最低の３００円位の料金。

料金を見直すと違ってきますけれども、５００円になれば２５０円になりま
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す。という形で変わってきますけれども、条件付きで、料金を上げるというこ

とを提案したいと思います。 

 

 ありがとうございます。料金の方は、別途、５番の利用料金の項目でもござ

いますので、そちらの方でのご協議かと思っておりますが、ご意見としてお伺

いさせていただきたいと思います。 

 時間の方も過ぎていますので、当初ご説明させていただいた、今の意見を集

約して１５分位休憩して資料としてお配りするという予定でしたが、時間的に

押してしまいましてですね、今日、そこまでの事務はできそうにございませ

ん。この項目７番のご意見がもし無いようであれば、７番の意見を終了させて

いただいて、資料については、後日送付させていただくという方法で、次に進

めさせていただきたいと思うのですが、よろしいでしょうか。 

 

 ということは、この８０歳以上の方の料金の半額化ってことに対しまして

は、結論は出たのですか。 

 

 いや、出ていないです。今日は出ないです。意見をお伺いしただけですの

で。 

 

 それをまとめてくれると。 

 

 本来であれば、休憩をとって資料をまとめてということを予定していたので

すが、時間がないものですから、後日まとめて、資料として送付させていただ

くということに変更させていただくということです。 

 

 私も、８０歳以上の方の料金を半額にして進めていくならば、やはり利用料

金は上げないとならないかなと思います。それに対して半額にしていくという

ものならば、もうこれは、８０歳以上の方が元気で乗れるということは、必要

に応じれ利用する訳ですから、デマンドを。だからそういう意味では、８０歳

であっても元気な方いっぱいいらっしゃいますので、だからそこのところは、

料金もきちっと上げて、その上で８０歳以上の方にもきちっと半額にしますよ

と、しっかりと分けないといけない。この利用料金の半額っていうのは、やは

りいろいろな形を見ても、不利かなと思います。 

それから、先程中村委員さんが言ったように、２年経ちました。それで一つ

見直しをして、アンケートを取りました、利用者の。またここで、新たなこと

を見直していく訳です。やはりマイナーチェンジと言われていますので、そこ

のところをしっかりとやっていくには、改めてもう１回見直しということです

ので、やっぱり料金の見直しをまずしていきたいなと思っておりますので、そ

このところで私の方も、料金を上げて８０歳以上の方の料金半額については、

賛成していきたいなと思っています。 

 

 市長の公約です。というのは、金額を上げてから、市長の公約が入ってくる

のではなくて、今、市長の公約を決めなければならないということです。です

から、先に８０歳以上をどうするか、そのことを先にやって、１年でも２年で

もやってみてから、料金というのに行った方が、市民は理解しやすいのではな

いでしょうか。「何だよ。料金上げといて半額かよ。」っていうのが、一般の

声なのではないかなと思いましたので。 

 公約は、まだ４年近くある訳ですけど、その中で決まればいいのですか。そ

てとも、市長としては、今年度中にはある程度は決めていただきたいというの

はありますか。 

 

 市長とすれば、公約でありますので、できるものはできるところから直ぐ

に、というのは当然考えているのだろうと思いますので、早い方が。 
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 早い方がね。ということはやはり、半額にするかしないかをみんなで検討し

て、それからやってみて、財政的に厳しいっていうことになったら、考えてみ

てもいいのかなと。確かに同時にやっていった方が一般市民はいいですけれど

も、８０歳以上の人たちは、「半額にしたって、料金上げたんじゃ変わらねー

よ。」っていうふうになってしまうと思うので、まずはそこを検討していただ

いた方がいいのかなと思いました。 

 

 ありがとうございました。もし無いようでございましたら、ご意見をお伺い

するのはここまでにしたいと思います。よろしいですか。 

 

≪「はい」と言う人あり。≫ 

 

（３） その他  

 

 それでは、議題の（３）その他でございます。事務局の方からは、特にない

ですか。委員の皆様から、何かございますでしょうか。 

 

≪特になし≫ 

 

 それでは、以上で、本日予定していました議題はすべて終了となりました。

これをもちまして、議長の任を解かせていただきます。ご協力ありがとうござ

いました。 

 

４ 閉会 

 

皆様お疲れ様でした。閉会前に事務連絡をさせていただきます。次回以降、

今日の続きをお願いできればと思います。前回の時、１１月にもお願いできれ

ばとお話をさせていただいたと思います。次回第４回の会議につきましては、

来月の開催を予定しております。場所は、この会場を考えていますが、日時

は、調整をして、後日連絡をさせていただきますのでよろしくお願いします。 

 

日にちは、決まっていないのですか。 

 

１１月の上旬位、１０日前後あたりで考えています。皆さまのご都合もあろ

うかと思います。できるだけ早く連絡をさせていただきますので、その点は、

ご承知置きいただければと思います。 

 

今までは、比較的火曜日とか水曜日が多いようですが。 

 

曜日は、偶然かと思います。会場の都合などによりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

それでは本日の会議を閉会するにあたりまして、柴木副会長からごあいさつ

をお願いします。 

 

本日も、たくさんの委員の皆様にご参加いただきまして、誠にありがとうご

ざいました。 

会議の中で、私もお話しさせていただいたのですけれども、この会議は、公

平な世の中でないものに対して、公平に近づけるように、公正に判断すべき会

議であると思います。というのは、やはり民間事業者様の協力なくしては、で

きないことの会議体であるからです。民間事業者の皆様の立場、市民の立場、

そして行政の立場の３様の中で、公正に判断しなければならないと思います。

この会議体が、一方の意見、一方の要望だけを聞き入れて運行してしまうと、
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（齋藤課長） 

 

間違いなくどこかの部分で不具合がでてくると。例えば、先程朝日バスさんか

らあったように、「撤退」という最悪のケースの可能性も出てくる会議体であ

る訳です。その中で我々が、これ以降、市民の方にとっても、運行事業者様に

とってもいいような判断ができるような、そういった公正な会議であること

を、次回も祈念申し上げまして、本日の閉会のあいさつにかえさせていただき

ます。 

本日も、どうもありがとうございました。 

 

長時間にわたりまして、慎重なご審議をありがとうございました。以上をも

ちまして、平成２７年度第３回久喜市地域公共交通会議を閉会させていただき

ます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 21 - 

 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。(注) 

 

 

     平成２７年１１月２日 

                          

  中村喜美子   

 

  吉水美智子   

 

 

（注）特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。 

 


